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株式会社  平  岩
今すぐ、
アクセス！ 京都　平岩

＊配信停止をご希望の方はお手数ですが、弊社まで「配信停止」とご記入いただきご返信ください。

私たちは皆様と共に成長していけることを

願っています。

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

効果のある PR グッズの定番は オリジナル のぼり旗

イメージ UP 戦略グッズの定番は オリジナル ピンバッジ

印旗 ・ 横断幕　腕章＆タスキ　神社仏閣幕

地域のお祭りに大活躍する 祭袢天

ぴらたんニュース
京style

京都にちなんだ
話題をお届けします。
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「大福茶」　　　　　　　　　　　　     　　

皆様、新年明けましておめでとうございます。

お正月には皆様お屠蘇をお飲みになられますか？ 京都では例えお屠蘇を準備されても

飲まない方が結構いらっしゃいます。それはお屠蘇というものが、もともと薬であったために、

元日から薬を飲むのは嫌だという発想からきているそうです。お正月、 京都では必ずいた

だくものに「大福茶（おおぶくちゃ）」があります。新年の喜びと息災を願っていただく、お祝

いの縁起ものです。「大福茶」とは、煎茶 ( 又は玄米茶）の中に小さな昆布と小梅が入った

縁起の良いお茶のことです。昆布は喜ぶに通じ「子生婦」とも書き、子孫繁栄を願うもので、

梅は春に先がけ一番に花を咲かせ実を結ぶものとして尊ばれ、 お茶そのものは葉の緑が

色を変えないところから、大地にしっかり足をつけて生き続ける験の良いものとして、この三

つを合わせてお祝いするのです。「大福茶」の起源は平安時代、都に疫病がはやった時に、

空也上人がお茶を人々に施したところ、多くの病人が平癒し疫病がおさまったとか。その功

徳にあやかり、村上天皇が毎年元旦にこのお茶を服すようになり、これを「王服茶」、「皇服

茶」などと呼ぶようになりました。 そののち、 庶民に幸福をもたらす意味の「大福」の文字が

当てられ、縁起のよいお茶として今日まで伝えられているそうです。


